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株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚く
御礼申し上げます。

当社グループは、「食」「豊かさ」の本質を追究し、
お客様、社員の幸福、豊かな社会の実現に貢献する
という経営理念のもと、業務用食品等の卸売を行う

「外商事業」、小売を行う「アミカ事業」、水産品の卸売を
行う「水産品事業」の３つの事業により、順調に業績を
伸長してまいりました。

今後も皆様のご期待にお応えできるよう、さらなる
業容の拡大と企業価値の向上に努めてまいります。

株主の皆様におかれましては、引き続きご支援
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2018年8月

代表取締役社長　金森  武

お客様の満足度を高め
さらなる企業価値の向上に
努めてまいります。
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2016/5 2017/5 2018/5 2016/5 2017/5 2018/52016/5 2017/5 2018/5 2016/5 2017/5 2018/5

53,824 56,299
60,564 579934906

816 792 831 816

387 412

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） （百万円）（百万円） （百万円）

7.6%増
前期比

14.4%増
前期比

14.4%増
前期比

40.4%増
前期比

■ 外商事業
■ アミカ事業

■ 水産品事業

30.5％ 66.8％

2.7％
■ その他

0.0％

売上高合計
605億64百万円

セグメント別 売上構成比

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、
太陽光発電事業を含んでおります。

２.セグメント別の売上構成比は、セグメント間の内部売上高等を除いた
数値を使用して算出しております。

連結売上高は、外商事業・アミカ事業の増収が寄与し、
605億64百万円（前期比7.6％増）、利益面については、売
上高の増加に伴う売上総利益の増加に加え、水産品事業
における収益改善が寄与し、営業利益は９億６百万円（前期
比14.4％増）、経常利益は９億34百万円（前期比14.4％
増）、親会社株主に帰属する当期純利益は５億79百万円

（前期比40.4％増）となり、売上・利益ともに過去最高を更
新しました。

当期（第68期）の業績はいかがでしたか。Q
当期純利益は前期比40.4％増
売上・利益ともに過去最高を更新しました。A

連結財務ハイライト
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営業利益は、出店に伴う経費増加や今後の経費抑制を
図った店舗照明のＬＥＤ化にかかる経費発生などから、14億
34百万円（前期比3.2％減）となりました。

来期（第69期）は、2018年７月に静岡県内４店舗目となる
浜松上浅田店（静岡県浜松市）の出店に加え、期中にもう
１店舗の出店を計画しています。東海地区における一層の
ドミナント化と他地区への販路拡大を図り、今後も着実に
出店を進めていきます。

水産品事業

当期（第68期）は、回転寿司チェーンにおけるメニュー採
用など既存得意先との取引深耕を進めるとともに、食品
メーカーとの新規取引開始や新たな品目の輸出販売を行
うなど新規開拓や輸出販売に取り組み、売上高は17億15
百万円（前期比1.8％減）と若干前期を下回ったものの着
実に販売網を拡大してきました。

利益面においては、採算性を意識した仕入・販売管理の
徹底と経費抑制の効果から、営業利益は65百万円（前期
は営業損失46百万円）と前期の営業損失から一転して大
きく改善を進めました。

今後も継続して収益改善に取り組むとともに、外商事業
やアミカ事業と連携し、当社グループの水産品提案を活性
化していきます。

外商事業

当期（第68期）の売上高は、既存得意先との取引深耕や
新規得意先の獲得を着実に進め、404億46百万円（前期
比11.0％増）と大きく伸長しました。

利益面では、売上高の増加に伴う売上総利益の増加に
加え、物流費をはじめとする経費抑制に取り組み、営業利益
は３億65百万円（前期比21.1％増）と改善を進めました。

来期（第69期）には、当事業のさらなる成長をめざし関東
地区における新たな拠点開設を計画しています。現在、関東
地区には東京支店・横浜支店を構えていますが、これらに
加え新たな拠点を開設することにより、営業体制を強化
するとともに効率的な配送体制を整備し、市場規模の最も
大きな関東地区における事業拡大をねらいます。

アミカ事業

当期（第68期）は、2017年12月に北陸地区初進出とな
る福井文京店（福井県福井市）、2018年４月に静岡県内３
店舗目となる掛川店（静岡県掛川市）の２店舗を開業しまし
た。売上高は、新規出店による増収効果などから185億5
百万円（前期比1.5％増）となりました。

各事業の状況についてご説明ください。Q
さらなる成長をめざし
積極的に事業を展開しています。A
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売上高 626億00百万円（前期比 3.4％増）

営業利益 8億70百万円（前期比 4.0％減）

経常利益 9億00百万円（前期比 3.6％減）

親会社株主に帰属
する当期純利益 5億70百万円（前期比 1.6％減）

第69期（2019年5月期）の連結業績予想

当期（第68期）の期末配当金は、１株当たり3円50銭と
いたしました。中間配当金とあわせると、年間配当金は7円
となります。

来期（第69期）の配当については、１株当たり中間配当金4円、
期末配当金4円の合計8円、4期連続増配を予定しています。

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題の
ひとつと考え、今後の事業展開を勘案しつつ、安定的かつ
継続的な配当を行うことを基本方針としています。今後も
皆様のご期待にお応えできるよう、企業価値のさらなる
向上に努めてまいります。株主の皆様には、一層のご支援と
ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

来期（第69期）の連結業績予想は、下表のとおりであります。
売上高については、外商事業における新規取引の獲得

やアミカ事業における新規出店の効果により増収を計画
しています。

利益面については、来期（第69期）は今後の成長を見
据えた設備投資を実施することに伴う経費の増加により、
当期（第68期）を若干下回る計画としています。具体的には、
外商事業における拠点開設、アミカ事業における新規出店
と物流機能拡張を目的とした物流センターの増設を計画
しており、事業規模の拡大に向けた積極的な先行投資を
実施します。

来期（第69期）の見通しについて
ご説明ください。Q
事業規模の拡大に向けた
先行投資を実施します。A

1株当たり配当金（円）

期 末

3.5円

（注）  当社は2017年7月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。
上記は、2016/5の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、算定しております。

5.5 6

2016/5 2017/5 2018/5

期末中間

7

2.5 3

3 3 3.5

3.5

2019/5

8
（予想）

4
（予想）

4
（予想）

株主の皆様へ
メッセージをお願いします。Q

4期連続増配を予定しています。A
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外商事業

新規開拓の強化に加え、既存得意
先との取引拡大や前期（第67期）
に獲得した新規得意先が寄与し、
売上が伸長しました。

外商事業は、大手外食チェーン、ホ
テル、レストラン及び事業所・学校
給食などの多様な外食産業のお
客様へ、直接販売を中心とした卸
売を行っております。

新規店舗を開業するとともに、品
揃えの充実化や営業活動の強化
など、来店客数の増加に向けた
取り組みを進めました。

アミカ事業は、小規模外食業者な
どプロのお客様や一般のお客様に
対して、現金で販売し商品をお客
様 自 身 に 持 ち 帰って い た だく
キャッシュアンドキャリー形式によ
る直営店舗を展開しております。

既存得意先との深耕を図るととも
に、新規得意先の開拓など販路の
拡大に取り組みました。

水産品事業は、イタヤ貝、帆立貝
などの貝類を中心とした水産品を
輸入し、量販店様、外食チェーン店
様、食品メーカー様、全国中央市場
様などへの卸売を行っております。

POINT POINT POINT

33,853 36,422 40,446

2016/5 2017/5 2018/5

18,127 18,229 18,505

2016/5 2017/5 2018/5

1,936 1,746 1,715

2016/5 2017/5 2018/5

売 上 高

事 業 内 容 事 業 内 容 事 業 内 容

売 上 高 売 上 高

アミカ事業 水産品事業

404 46億 百万円
（前期比               %増）11.0

185 5億 百万円
（前期比           %増）1.5

17 15億 百万円
（前期比           %減）1.8
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社会貢献活動：カンボジアの小学校へサッカーグラウンドを寄贈
当社は、カンボジアで教育支援事業を続けている岐阜県大垣市の公益財団法人井上国際
交流基金を通じ、カンボジアの小学校へサッカーグラウンドを寄贈いたしました。2018年
２月に完成した約900平米のグラウンドは「大光フットボールコート」と名付けられ、安心して
遊ぶことのできるグラウンドで子どもたちがはつらつとサッカーを楽しむ姿が見られました。

ア ミ カ
店舗一覧

【東京都】赤羽西口店、竹ノ塚店、立川店　
【愛知県】小牧店、大曽根店、尾張旭店、大須店、一宮店、港当知店、岡崎店、
堀田店、豊橋店、東海名和店、豊川店、緑浦里店、高針店、春日井店、豊明店、
安城店、西尾店、中村井深店、守山大森店、半田店、豊橋佐藤店、豊田店

【岐阜県】岐阜店、大垣店、長良店、各務原店、可児店、多治見店、
大垣北店、中津川店、高山店、岐阜真砂店

【三重県】四日市店、伊勢店　【静岡県】浜松店、磐田店、掛川店
【滋賀県】彦根店、瀬田店、長浜店、滋賀守山店　【福井県】福井文京店

2017年12月、北陸地区初出店となるアミカ福井文京店をオープンしました。福井市内の
飲食店様や一般のお客様に満足いただけるよう地域に応じた品揃え、サービスを展開し、
地域に密着した店舗運営を進めています。

福井県福井市にアミカ福井文京店をオープン

店  名 住  所アミカ福井文京店 福井県福井市文京6-14-14店舗概要

店  名 住  所アミカ掛川店
静岡県掛川市駅前7-20
w
ウ ィ タ ス

e＋138内
店舗概要

静岡県掛川市にアミカ掛川店をオープン
2018年４月、静岡県掛川市に静岡県内３店舗目となるアミカ掛川店をオー
プンしました。アミカ掛川店は、ＪＲ掛川駅北口前の商業施設内にオープンし、 
お客様がご利用しやすいように駐車場を完備しています。

営業時間 9:30～20:00（一部店舗では営業時間が異なっています）
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お弁当のおかずにも
ちょうどいいね！

お醤油だけで
こんなに種類が

いっぱい！
いつものスーパー
では見かけない
商品がたくさん!

株主優待が届いたら へ行こう！特集

株主優待制度のさらに魅力的な使い方をご紹介！

株主の皆様の日頃のご支援に感謝しQUOカードをお送りします。お
手元に届いたQUOカードはQUOカードとしてそのままご利用いた
だけますが、アミカ店舗ならもっとお

・ ・ ・
得にご利用いただけます。アミ

カ店舗へご持参いただくと、QUOカードは額面の２倍の「アミカ商
品券」に交換いたします（未使用の状態に限らせていただきます）。

商品が
いっぱいで圧倒！

お店の中は
広いんだね！
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アミカは世界中のグルメ食材を豊富に取り揃
えた業務用食品の専門店です。プロのお客様
も一般のお客様も欲しい商品がきっと見つかり
ます。店頭にない商品のお取り寄せも承ります
ので、お気軽にスタッフまでご相談ください。
皆様のご来店をお待ちしております。

店長からみなさまへ

アミカ大垣北店 店長   吉田 稔

季節に合わせた
イベントも盛りだくさん！

アミカネットショップは、業務用食品を中心に4,000
種類以上の豊富な商品を取り揃えるプロご用達
食品通販サイトです。おかげさまで全国のお客様に
ご愛顧いただき順調に会員数を増やしています。
ぜひ一度お立ち寄りください。

●アミカネットショップ本店
http://www.amicashop.com

●アミカネットショップYahoo!店
http://store.shopping.yahoo.co.jp/amicashop

●アミカfacebook
https://www.facebook.com/oomitsu.amica

お得でおいしい情報発信中

お買い求めはこちら

プロの厨房からご家庭まで

入会金
年会費無料

24時間365日
注文可能

全国配送

毎日午前11時
までのご注文で
最短翌日配送

1%の
ポイント還元

少数単位から
購入可能
(一部を除く)

取扱商品
約4,000種類

スマートフォン対応

10,000円(税込)以上
で送料無料※

(北海道・東北・九州・沖縄を除く)
※アミカネットショップ本店の場合

店舗に行けなくても
アミカ商品が購入できます

新鮮な野菜も
あるよ！お酒も！

お近くのアミカは

アミカ 店舗 検索

※株主優待制度は、アミカネットショップではご利用できません。
　アミカ実店舗のみご利用いただけます。
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固定資産
7,622

流動資産
10,052

固定資産
7,617

流動資産
10,965

資産合計
17,674

資産合計
18,582

有形固定資産
4,596

無形固定資産
46

投資その他の資産
2,979

有形固定資産
4,740

無形固定資産
34

投資その他の資産
2,842

純資産
2,828

負債
14,846

負債純資産合計
17,674

負債純資産合計
18,582

純資産
4,467

負債
14,114

株主資本
4,430

その他の
包括利益累計額

37

株主資本
2,725

その他の
包括利益累計額

102

流動負債
11,338
固定負債
2,776

流動負債
10,799
固定負債
4,047

売上高
60,564

営業利益
906

経常利益
934

親会社株主に帰属する
当期純利益
579

現金及び
現金同等物の
期首残高
388

現金及び
現金同等物の
期末残高
1,197

営業活動による
キャッシュ・フロー

1,389

財務活動による
キャッシュ・フロー

△58

現金及び
現金同等物に

係る
換算差額
0

投資活動による
キャッシュ・フロー
△521

49,283
10,374

売上原価
販売費及び一般管理費

▼
▼

142
114

営業外収益
営業外費用

▲
▼

274法人税等▼

前 期 末
2017年5月31日現在

前 期 末
2017年5月31日現在

当 期
2017年6月1日～2018年5月31日

当 期
2017年6月1日～2018年5月31日

■ 連結貸借対照表の概要

■ 連結損益計算書の概要 ■ 連結キャッシュ・フロー計算書の概要

（百万円）

（百万円） （百万円）

2018年5月31日現在
当 期 末

2018年5月31日現在
当 期 末
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■ 50万株以上
■ 10万株以上50万株未満
■ 5万株以上10万株未満
■ 1万株以上5万株未満
■ 5千株以上1万株未満
■ 1千株以上5千株未満
■ 5百株以上1千株未満
■ 1百株以上5百株未満
■ 1百株未満

5,733
1,566
781
1,146
464
1,956
340
1,460
0.7

5
9
11
64
72

1,192
596
9,883
154

■ 金融機関
■ その他国内法人
■ 外国人
■ 証券会社
■ 個人・その他

1,355
851
285
75

10,882

20
112
37
22

11,795

株主数（名）株式数（千株）

株主数（名）株式数（千株）

（注）自己株式は、個人・その他に含めております。

所有株式数別株式分布状況所有者別株式分布状況

 会社概要 2018年5月31日現在

商 号 株式会社大光
本 社 所 在 地 岐阜県大垣市浅草二丁目66番地
創 業 1948年（昭和23年）6月
設 立 1950年（昭和25年）12月
資 本 金 10億7,637万円
事 業 内 容 食品卸売業及び食品小売業
連 結 従 業 員 数 949名（内パート・アルバイト426名）
子 会 社 株式会社マリンデリカ

 役員 2018年8月22日現在

代表取締役社長 金 森　　 武 取 締 役 藤 澤　　 浩

専 務 取 締 役 倭 　　雅 美 取 締 役 髙 橋　章 夫

専 務 取 締 役 金 森　　 久 取 締 役 小 林　秀 幸

常 務 取 締 役 秋 山　大 介 社 外 取 締 役 吉 田　真 司※

社 外 取 締 役 吉 村　有 人※

社 外 取 締 役 前 川　弘 美※
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株価チャート

▶2017年 ▶2018年

発行可能株式総数 30,720,000株
発行済株式の総数 13,450,800株（自己株式を含む）
株 主 数 11,986名（自己株式を含む）

 株式の状況 2018年5月31日現在

大 株 主
株　主　名  持株数（株）  持株比率（％）
金森　武 2,330,000 17.58
金森　久 1,168,000 8.81
大光従業員持株会 875,600 6.60
金森　智 720,000 5.43
株式会社大垣共立銀行 640,000 4.82
倭　雅美 272,000 2.05
株式会社トーカン 240,000 1.81
大光取引先持株会 180,000 1.35
株式会社十六銀行 160,000 1.20
NOMURA PB NOMINEES LIMITED 
OMNIBUS-MARGIN (CASHPB) 155,200 1.17

（注） １．当社は、自己株式200,008株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
 ２．持株比率については、自己株式を控除して算出しております。

※は、監査等委員

（注）当社は2017年7月1日付で普通株式１株につき2株の株式分割を行っております。
　   上記は、当該株式分割を遡及して表示しております。
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当社から株主様へQUOカードをお送りします。当社からお送
りするQUOカードを未使用の状態で当社アミカ店舗へご持
参いただきました株主様には、QUOカードを倍額の「アミカ
商品券」に交換させていただきます。

所有株式数 優待内容

100株以上500株未満 ▶ QUOカード500円分
又はアミカ商品券1,000円分

500株以上1,000株未満 ▶ QUOカード1,000円分
又はアミカ商品券2,000円分

1,000株以上2,000株未満 ▶ QUOカード2,000円分
又はアミカ商品券4,000円分

2,000株以上 ▶ QUOカード3,000円分
又はアミカ商品券6,000円分

毎年5月末日現在及び11月末日現在の当社
株主名簿に記録された1単元（100株）以上
保有の株主様を対象といたします。（それぞれ
8月下旬、翌年2月中に発送予定）

対象株主様1

優待の内容2

当社は、株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当
社株式への投資の魅力を高め、中長期的に保有していただけ
る株主様の増加を図ること、ならびに株主優待制度を通した
当社事業への理解促進を図ることを目的として株主優待制度
を設けております。

事 業 年 度 毎年6月1日から翌年5月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年8月

基 準 日
定時株主総会の基準日　毎年5月31日
期末配当金の基準日　　毎年5月31日
中間配当金の基準日　　毎年11月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（電話照会先）

〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社  証券代行部
電話番号0120－782－031（フリーダイヤル）

【住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について】
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。

【未払配当金のお支払いについて】
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

 株主メモ

株主優待制度のご案内

〒503-0947
岐阜県大垣市浅草二丁目66番地
TEL： 0584-89-7777
FAX： 0584-89-7333

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ホームページのご案内

当社ホームページでは、最新のニュースや店舗情報など、当社を
ご理解いただくための様々な情報を提供しております。
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